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　球根アイリスは球根収穫後一定の休眠期間を経て，花

芽の分化形成を行なう性質を有している．そのため早期

促成については，休眠打破が重大視され数々の研究が行

なわれてきた．このことはアイリス球根が収穫後から環

境に対し著しい対応性を有し，生化学的にも興味ある間

題を含んでいることを示唆している。

　現在アイリスの球根生産地にては，収穫した球根を茎

葉付着のまま束ね，さおにつるしての自然乾燥を行なっ

ている．これに対し球根生産の省力化として，収穫時茎

葉を切断して機械収穫を行ない，乾燥箱ごと温風によっ

て球根乾燥を行なう方法が進められようとしている．し

かし初期乾燥の温度条件は，促成，抑制の切花に対して

の影響とともに，子球に与える影響も明らかにしておか

ねば，球根生産地として乾燥技術の体系として組立てる

わけにはいかない．この時点において球根アイリスの乾

燥温度を総合的に検討調査を行なってきた報文には接し

ない．そこで筆者らは品種の特性上申期以後の促成切

花に用いられ，さらに抑制切花としての適性を有した

Nat1ona1▽e1vetを用い，収穫直後の球根乾燥温度が

球根水分の離脱，促成や抑制切花及び次代の球根生産に

対する子球の影響について一連の実験を試みてきたの

で，その結果をここに報告する．

　　　　　　　　材料及び方法

※附属農場

　島根大学農学部附属農場の水田裏作栽培してきた球根

アイリス（Nationa1Ve1▽et）を収穫適期の1974年6月

10日に掘上げた。収穫した球根は，地上部の茎葉を除い

た収穫直後の未調整球根を長さ60cm，幅47cm、深さ

7c皿の球根乾燥箱に，1箱当り10kg前後入れて乾燥

を行なった．乾燥は20oC，25oC事30◎Cの3区とし，

ともに1，OO04容量の垣温庫にそれぞれ乾燥箱3箱ずつ．

入れ，換気をしつつ5日間の乾燥を行なった．初期乾燥

終了後は室温で貯蔵を行なった．

　球根水分の測定は収穫後乾燥開始時より24時間ごとに

未調整球根を任意に取出して調整し，その申の球周6cm

球を10球ずつ選出し，りん片の水分を測定した．

　中期促成は初期乾燥終了後調整選別を行なった球重

6．5～7．0gの球根を用い，1974年10月5日より8～9oC

で35日間冷蔵を行なった後11月9目に箱植した．1箱18

球檀の3反復とし，檀付後は屋外にて管理し，地上部に

出芽し始めた12月2日にガラス室に搬入した。管理は最

高25oC，最低7◎Cに保ち，その他は一般の促成法た準

じた。生育調査は球根上に茎葉が伸長し，ほぼ出そろっ

た時から隔週ごとに測定し，花ほうからつぼみの花色が

見え始めた時をもって開花日とした．

抑制栽培は球重5g前後の球根を供試し，1974年10月

5日より1975年2月17日まで27oCにて貯蔵し，2月18

日から3月29日まで7．C，その後8◎Cで冷蔵し，4月

8日温室に13球3反復として檀付けた．自動制御のでき

る800m2の温室の中で，植物体付近の温度上昇防止の

7
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ためクレーンによる自動細霧冷房を，同時に栽檀したア

イリスとともに行なった．調査は茎葉伸長後毎週行な

い，開花日の規準は促成に準じた．

　子球の後代影響については，側球O．5～1．5g球を20

球3反復，1．5～2．5g球を20球2反復それぞれの区に供

試し，1974年10月12日に水田ほ場に植付け，栽培管理は

一般に準じた．開花株については，8割以上開花した

1975年5月20日に摘花を行ない，球根は6月12日収穫し

た。生育調査は茎葉がほぼ出そろった11月25日から月2

回行ない，開花日の規準は促成に準じた。

　　　　　　　　実　験　結　果

　（1）球根乾燥の推移

　収穫後20◎C，25◎C，30oCの温度下における球根乾

燥の推移はFi＆1のとおりである．りん片水分は収穫
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時67％であったが，30oC区と25◎C区は1日で5％程度

減少し，その後はゆっくり減少したが，20oC区は5％

滅少するのに2目間を要した．5日後の球根水分は20o

C区，25◎C区が8％，30oC区が9％減少した。

　（2）申　期　促　成

　乾燥温度を異にしたそれぞれの区の草丈伸長（Fig2）

は生育過程にそれぞれの区に目立った差はなく，生育後

期になり20◎C区が他区よりやや芋丈が高くなった．平

均開花日は30oC区が最も早く3月15日で20oC区より3

日，25◎C区より2日早かった．草丈では逆に20◎C区

が最も高かったが、25◎C区より1．4cm，30．C区より

2cmの差しか生じなかった．開花期の葉数は20◎C区

5．9枚，25oC区と30◎C区が5．8枚であった．開花率は
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　乾燥温度の異なった各区の檀付後の草丈伸長状況は

Fig．3のとおりである．中期促成に比べ生育期間が短

かくどの区も直線的に伸長した．申期促成と同様生育過

程にそれぞれの区に目立った差はなく，平均開花日も

25◎C区が6月19日で20oC区と30oCより1日だけ早か
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った．25丁区の花茎長は20oC区より2．1cm，30◎C区

より2．6cm短かく，葉数では30oC区が最も多く6．2

枚，20oC区と25oC区が共に6．O枚であった．申期促成

時は花茎長が葉長より長かったが，抑制時は逆に葉長の

方が花茎長より75～92cm長かった．開花率は30◎C

区が51．4％，20◎C区，25oC区は63．9％であったがいず

れも低開花率であった．

　抑制期間内における温室内温度の推移はFig4のと

おりであった。この時期は日射が強くなり室温，地温が
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上昇し易く，そのためクレーンによる細霧冷房は温室内

温度の上昇抑止に非常に効果的であった．温室温度測定

点は室内高所にあり，檀物体付近の地上50～60cmの

場所に比べて高温を示している．檀物体付近の温度は細

霧冷房にょり外気温より最大4oC低く制御でき，室温

の最大値より著しく低い温度で保持してきた．

　（4）子球の後代影響

　ほ場における子球（1．5～2．5g）の草丈伸長と展葉数

の遇程はFig5のとおりである．檀付後40日位でどの

区も90％以上が出芽した．草丈伸長のパターンは各区と

も同じで終始30oC区は他区より草丈が大であった．こ

れはO．5～1．5g球についても同様であった．また展葉

数でも30．C区は生育初期から他区より多かった．ほ

場の平均温度が5oCを割る1月から2月にかけては

（Fi＆6）全般に生育は抑止され展葉は著しく速度を減

少したが，その後春暖とともに各区ともに展葉を重ね，

最終展葉数は1．5～2．5g球で30℃区は20oC区より

O．18枚，25◎C区よりO．25枚，O．5～1．5g球で200C区

よりO．07枚，25oC区よりO．16枚多かったに過ぎない．

子球の開花率は，O．5～1．5g球は各区とも全く開花株は

なく，1．5～2．5g球は20oC区が29％，25oC区が41％，

30◎C区が28％の開花株を示した．
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　収量は（Tab1e1）収穫総重量で30oC区が最も優れ

種球1kg当りO．5～1．5g球で他区より1．0～1．4kg，

1．5～2．5g球で他区より1．7～2．Okg収量が多く，主球

重においても30◎C区は最も優れていた．側球の平均重

量はO．5～1．5g球で25oC区が他区より大であったが，

1．5～2．5g球では30oC区が最も重かった．側球数はい

ずれの乾燥区においてもO．5～1．5g球より1．5～2．5g

球の方が多く，区間における球数は30oC区が最亭、多か

った．
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Tab1e1．The　effect　of　temperature　m　process　of　bu1b　drymgエust　after

　　　　　harvest　on　bu1b　y1e1d

Yield

TemPe一
Size　of

rature p1anting

＼　Harve一　、＼“ted　　＼bu1b

LateraI　　　　　bu1b M互in　　　　　　　bu1b Nu㎜ber

treated TotaI＼
of

bu1b 1．O一 2．0一 Mean
Yie1d

yie1d　＼
4．O一 6．0一 8．O一 ユO．0一 Mean

Yie1d 1atera1

10gく 20g 3．Og30g＞weight Per 4．09く
6．09 8．0g10．0g 12．0g

12．0g＞
weigh

pe「　　kg bu1b
per　k9　＼ kg

9 kg ％ ％ ％ ％ 9 kg ％ ％ ％ ％ ％
O．5－1．5 6．17 53．5

％
43．4 3．1 O 0．88 930．O

kg
20．C 2．23 54．O 14．O 2．0 O 0 4．59 3．94 2．9

1．5－2．5 5．78 35．6 46．3 18．1 O 1．18 2．42 9．7 16．1 41．9 22．6 3．2 6．5 7．05 3．36 4．4

O．5－1．5 6．52 47．9 50．3 1．8 O O．99 2．39 14．5 72．7 9．1 3．6 O O 4．95 4．13 2．9

25．C
1．5－2．5 5．54 32，1 45．8 20．6 1．5 1．21 2．35 7．1 46．4 25．O 14．3 3．6 3．6 6．55 3．19 4．O

O．5－1．5 7．58 57．3 41．O 1．8 O O．94 2．64 20．8 39．6 32．1 7．5 O O 5．35 4．94 3．2

30．C
1．5－2．5 7．55 18．3 51．4 26．3 4．O 1．50 3．21 O 5．1 33．3 35．9 15．4 10．3 8．90 4．34 4．4

…　　止

Nu㎜ber

　　　　　　　　考　　　　　察

　アイリス球根の収穫後g乾燥は，茎葉を束ねつるし

て，自然乾燥を行なう方式が　般的である．アイリス球

根収穫期の外気温は，最高26◎C，最低14oC，平均温

度はおおむね20．C前後である。従って球根の乾燥にと

っての要因は乾燥期の空中湿度と風速とに左右されるこ

とになる．この現状に対し，球根生産機械化体系の一環

としての温風循環による初期乾燥を図る方式はエネルギ

ー収支と物質収支を積極的に助長しようとするものであ

る．30．C区は昼夜の別なく外気温より高温下にあり，

25oCも30．C区に次いで高温条件下にある．この結果が

乾燥開始後急速な球根水分の離脱を促がすこととなり，

それに対し20．C区は夜間わずかの期間しか加温される

ことがなく，球根乾燥速度が遅い結果となった．加温乾

燥終了時の各区間球根水分に大差が生じなかったのは庫

内の風速が強く，各区とも風力が乾燥に大きな影響を及

ぼした結果と考えられる．

　乾燥温度を異にしたNat1ona1Ve1vetの球根を球根

乾燥場に貯蔵した後，35日問の冷蔵後植付けた中期促成

の結果は開花期に大きな差は生じなかった。しかし煩向

として乾燥温度の高い区ほど開花日が早く，低温区ほど

花茎長が高かったのは，ヂューリップの早期促成におけ
　　1）　　　　　　　　　　2）
る実験と同様であった．林は早期促成用品種Wedg－

woodを用い，収穫直後30oCの垣温器で乾燥させた球

根は日陰の冷所で白然乾燥したものより開花が早くなっ
　　　　　　　　　　　　　　　3）
たことを報告している。又オランダにおいては，Wedg－

w00dを用い早期促成をする場合には収穫直後35oCで

2週間の高温処理を行なうことが開花を早めるとしてい

る．チューリップの中期促成では乾燥温度が開花に遅速

を与えなかったのは，乾燥終了後冷蔵に入るまでの期間

が長く，初期乾燥温度の影響が薄れた結果である．乾燥

処理後の期間についてはアイリスの中期促成の場合も同

様である．しかしチューリップとアイリスでは。休眠。

花芽分化などの過程が異なり，アイリスの申期促成に乾

燥温度の影響が残っているのは，この商における球根の

生化学的問題として興味あることを示唆している。この

ほか暖地産アイリスは球根生産時の収穫期も寒冷地より

早く，乾燥期の気温も高く，休眠が早く打破されること

から，早期促成用球根として活用されている．このよう

なことからも乾燥時の温度がアイリス球根に与える影響

はさらに深く掘り下げて研究する必要があると考えられ

る．

　抑制栽培については，開花の遅速；花茎長の長短に一

定の傾向を示さなかった。これは球根を夏季貯蔵した後

冬季高温貯蔵し，さらに低温処理して檀付けるという手

順を踏むため，乾燥後の貯蔵期間が著しく長く，その間

に初期乾燥温度による球根体内の変化は消失してしまっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
たものと考えられる。抑制栽培について吉野らは高率の

切花率を示しているが，それに用いた球は7g球である

のに対し，今回供試した球根は5g球であったところに

低開花率の原因があり；抑制用としては長期の貯蔵に耐

え得る大きな球根を用いることが必要である．

　大球性のWedgwoodを用いての球根の肥大や収量

についての研究はわが国にても若干あるが，小球性の

Nat1ona1Ve1vetについては見られない．球根栽培で

よりよい収益をあげていくには，開花率を最低にして肥

大を最大にしていくことが決め手となる．子球の申で大

きな種球ほど肥大は阜いが蘭花率が高くなり，販売用球

根が少なくなってしまう。これに反し小さな種球ほど開

花率は低いが，肥大が劣るという相反した性質をアイリ

スは持っている．同一条件での開花率は，植付時期が遅

くなるほど高率となるが，反面早すぎては球根の生育肥

大が劣り，それぞれの地方には一応の檀付適期が定着し

ている。子球を小球（O．5～1．5g）と大球（1．5～2．5g）



青木宣明・吉野蕃人：球根収穫後の乾燥温度が生育に及ぼす影響 一u一
に分けたものでは，小球では乾燥温度の区分によらず，

いずれも開花株は生じなかった．これに対し大球では

25◎C区が最も高い開花率を示した．かつてDommator

を用い35．Cで乾燥した子球は，自然乾燥した子球より

著しい高率の開花をみたことから考えると，30oC区の

方が25◎C区より開花率が低かったことについては幾分

疑点が残る。

　小球区の収量で，20◎C及び25◎C区からできた球根は

販売球となる5．5～6．Og以上の球根生産割合が30．C区

に比べて劣り，大球区にても同様30．C区が最も収量が

多かった。30◎C区の生育が最終の段階で草丈，葉数とも

に他区と著しい差が無かったのに球根収量に差が生じた

のは，生育初期から申期にかけての生育が優れていた結

果が，新球の肥大に差を生じさせたものと考えられる．

このことは遅檀に比べ適期檀付のアイリスが，生育初期

から中期にかけて生育が優れ，その結果収量が高くなる

のと類似したものと言えよう。

　収穫後の乾燥温度がNat1ona1Ve1Yetの中期促成や

抑制に与える影饗は顕著なものはなく，この面からみれ

ぱ温風乾燥の利点は考えられない．しかしそれを種球と

した次代の球根生産に対して，球根の乾燥温度は大きな

影響力を持っている．その乾燥温度は30丁区が好まし

いことを明らかにしたが，同時に30oC乾燥温度は球根

の乾燥を促進し，球根腐敗病をも防止する利点を持って

いることは，球根生産地にとっての球根乾燥温度として

適合性を有していると言える．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　アイリス球根（Nat1ona1Ve1Yet）を用い，収穫直後

の球根乾燥温度（20oC，25T，30oC）が球根の乾燥，

促成，抑制及び子球の球根生産に及ぼす影響について調

べた．

1．

2．

3．

4．

1．

2．

3．

4．

球根乾燥速度は30oC，25◎C区が早く，20◎C区

が最も遅かった．しかし乾燥終了時の各区間の球

根水分には大きな差は生じなかった．

申期促成そこついては高温乾燥区ほど開花日が早

く，低温乾燥区ほど草丈が高くなった．しかし各

区間の差はわずかであった，

抑制については乾燥終了後長期間を経過し，球根

の消耗が激しく，各処理間に生育開花などの差は

ほとんどなく，且つ開花率も低かった。

球根の収量はいずれの種球規格も30oC区が最も

優れた．開花株は各区とも大球の種球に限られ，

中でも25．Cが最も高率であった．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S迦醐醐駆y

　Th1s　study　was血ad－e　t01n∀est1gate　the　effect　of　temperature1n　d．ry1ng　just　after

11arvest　on　the　d－ryness　of　bu1bs，the　f1ower　product1on1n　the　se㎜1＿forcmg　and　retardmg，

and．the　bu1b　prod．uct1on　m　Dutch1r1s　c▽‘Nat1ona1Ve1∀et’

　1．The　bu1bs　kept　at30a：皿d．25oC　dr1ed　faster　than　those　at20oC，but　no　oby1ous

d．1丑erence1n　the　water　conteI1t　of　bu1bs　was　d．etected．between　the血at　the　end　of　each

drying　Process．

　2In　the　sem1－forcmg，the　h1gher　the　d．rymg　te血perature　of　bu1bs　was，the　ear11er

the　date　of　f1owermg　beca1血e　and　a1so　the　h1gher1t　was，the　shorter　the　f1ower　sta1ks

e1ongated．，though　these　e丑ects　were　not　remarkab1e

　3In　the　retard1ng　the　growth　and．f1owermg　was　scarce1y　affected－by　each　treatment

and－the　f1owermg　percentage　was　genera11y1ow　presu＝mab収　d．ue　to　a1ong　durat1on

after　the　bu1bs　rece1∀ed　these　treatm．ents　and　to　the　consu皿1pt1on　of　bu1b　colnユponents

dur1ng　the　penod

　4In　the　bu1b　prod．uct1on　bu1bs　were　separated．mto　se∀era1sect1ons　by　the1r　s1ze

before　p1antmg　The　hu1bs　dr1ed－at30oC　exh1b1ted．the　best　bu1b　y1e1d－1n　a11the　s1ze－

sect1ons　Further，mere1y　the　bu1bs　of1arger　s1ze　f1owered　regard．1ess　of　the　d－ry1ng

te皿perature　and．the　h1ghest　rate　of　f1ower1ng　was　obta1ned1n　the　bu1bs　dr1ed．at25◎C


